





Globalizacion del yoga : cambio y



















































































二〇世紀後半における 「ヨーガ・ブーム」 をも らすベースとなっていヨーガ・ブームは 一九六〇年代から七〇年代 かけ た第一次ブームと、 一九九〇年代以降に訪れる第二次 に大きく分けることができる。第一次ブームは、伝統的なヨー
ガの精神面の重要性を強調した点に特














ガの語源はサンスクリット語から ており 「馬を馬車 なぐ」 いう元々の意味から、 暴れ馬のように動 回る五感 心の動き る対象っかりと「結びつけて」 、それを止めることとい 意味 もつよ になったと言われている。
(注２
) ここから、絶えず感覚器官から入ってくる外




けるヨーガ 代表的 研究者であり実践者であった佐保田鶴治博士によれば、 とい 語の原義とも言える
記述は、インドの宗教の最古の体
系であるヴェ ダ宗教の中にその最初期のものが見 ださ るという。(注３
) 
その後、ヨーガの行法と思想に繋がる内容のものが、数多く出さ























出していったが、それらはまとめて後期ヨーガと呼ばれる。佐保田博士によれば、 一〇を超える後期ヨーガの流派の中で主要なのは次の六つの流派であるという。ラージャ・ヨーガ（心理的内容） 、バクティ・ヨーガ（信仰的内容） カルマ・ヨーガ（倫理的内容） 、ジナーナ・ヨーガ（哲学的） 、マントラ・ヨーガ（呪法的内容） 、ハタ・ヨーガ（生理的内容） 。
(注６
)






























































れの鞘を外側から順番に整えていく が必要とされているが、ラージャ・ヨーガの八段階の行法はそうした考え方 密接に関係してプログラムされている。つまり、まず第一段階の「禁戒」と第二段階の「勧戒 で道徳的戒律を守ることによって心を浄め 不動にしておいた上で、 第三段階の「体位法」で一番 の肉体（食物鞘）を 第四段階 「調気法」で生気（プラーナ）鞘を、第五段階の「制感」 感覚器官の働き 関係する意思鞘をそれぞれ整えていく。その上で、内的な精神集中の深まりの一連のステップである第六段階以降の行 り心の働きに関係す 理智鞘 歓喜鞘を整えることによって、 最終目標で















































































適にしかもしっかりと坐ることができる身体をつくりあげるために考え出されたヨーガの体操法である。 『ヨーガ・スートラ』で 坐法 も訳されるアーサナについては、 長時間 瞑想が可能になるよう 「 方は安定した、快適な のでなければならな 」
(注１０
) と書かれているだ
















自然の中に満ちあふれている生命エネルギーで る「プラ ナ（気） 」出し入れをコントロールする いうことである。つま 、意識的にコントロールされた呼吸により体内にプラーナを取り入れ、肉体の鞘と心 鞘（意思鞘、理智鞘、歓喜鞘）の間 あるプラーナの鞘（生気鞘）に満 すことによって肉体と心をひとつにつなぎ、 それぞれを生き き 活力にあふれた状態にすることで 人間の肉体と心に秘められ い 潜在的 能力を開発することがこの行法の本来の目的なのである。
(注１３
) こうした
内容は、科学的に証明さ たわけではないが、ヨ ガ行者達が長年の修行を通じて自分の体と心を完全にコントロールするこ よってその正さを証明してきた経験知だといえよう。なお、 うしたヨ ガ行者たちの修行の過程で工夫されてきた呼吸法 数は六〇種類を超え ほど なという。 （注１４）
 
ヨーガでは、 アーサナとプラーナーヤーマを中心とした外的部門で人間
の肉体的・生理的な面を整え によって初めて、 次に続 「内的部門」と呼ばれる三つの段階、 「凝念」 、 「静慮」 、 「三昧」 入って く がで
 きるとされている。これらの三つの段階
は、心のコントロールを目的とし
たヨーガ行法の本命といわれるものであり、 また一定の対象に対する精神集中の深まりの一連のプロセスであり分けて考えることができないため、一括して「綜制」と呼ばれて る。 （注１５）
 
「凝念」は精神集中法のことを意味しており、意識をある対象に対して
一点に固定することにより精神集中の力を増すようにする行法である。 それに続く「静慮」の段階では、凝念において一点に凝結されていた意識の働きを、今度はその集中している対象を中心にして拡大、伸展していくことがねらいとされてい 。そして、精神集 の深まり 一連のプロセスである「綜制」の最終段階 三昧 では、このような凝念と静慮の行によって精神集中 どんどん深めていっ そ 極限に きつくこと よ ついには観察される対象（客観）と観察者（主観）の区別が くなり 自我意識が脱落して主客が一体となっ 直 的な意識状態が生じて る 言われて る。つまり、三昧の段階は、意識的な努力と集中によって主体的に行われるそれまでの凝念と静慮の行の結果 主体性を超えたところで自ずから現れ くる覚醒状態だ いわれ る。
 
こうした内的部門である凝念から三昧にいたる綜制の実践においては、





















に、 ラーマクリシュナ自身はインド以外 地域へヨーガを紹介するような活動は一切 いな が、 彼の後継者であったヴィヴェーカーナンダが欧米へヨーガを紹介するという点 大き 役割を果 している。
 
ヴィヴェーカーナンダの場合、 ラーマクリシュナの下でヨーガの修行を
する前にインドのキリスト教系大学で西洋の学問を学ぶという経歴をもっており（注１８） 、そうした西洋文明との接触という経験が欧米への伝統的ヨーガの普及活動のきっかけになった 考えられる。 ヴィ ェーカナンダによ 欧 のヨーガの紹介と普及の活動 、 一八九三年から一九〇〇年にかけて行われた。彼の活動の最初は 一八九三年にアメリカのシカゴで万博に伴って開催された世界宗教会議への出席であり、 その会議においてヨーガを中心にした 精神的・宗教的理想を説いて大きな反響を呼んだ。会議の後も彼は、一八九六年末まで欧米各地 インドの精神的・宗教的理想を説い ヨーガの普及活動を行い、欧米各国の多くの人にヨーガを広める上で大きな役割を果たした。また、ヴィヴェーカーナ ダは宗教 活動の理想実現のためには組織を作る必要があ 考え、 一八九六年にニューヨークでヴェー ーンタ協会 設立し 帰国後の一八九七年にはインドでラーマクリシュナ・ミッション協会を設立 た。 （注１９）
 ヨ
ーガの思想と実践を学ぶこうしたセンタ はそ 後も欧米各地に設立され続け、現在では全世界に一〇〇以上のセ ーがあるといわれ る。
 
こうしたヴィヴェーカーナンダと彼の組織の活動を先駆的存在として、




たヨーギーでもあり、ヒマラヤ山麓にあるリシケーシュに「ヨーガ・ヴェーダーンタ森林学院」というアカデミーを設立して、アーサナ プラーナーヤーマとクリヤー（一種の浄化 ）により心身を壮健にするという正統的なヨ ガを指導した。そのアカデミーでは、子弟を養成するとともに出版事業も活発に行って海外に向けての普及も図ったことで、 外国のヨーガ修行者も数多く訪れたという また、彼の下 は多くの優れた弟子が輩出し、欧米における ガの普及活動に大 に貢献してい 。 （注２０）
 
一方、 クヴァラヤーナンダも近代医学を修めた医師であると同時にヨー
ギーでもあり、 デカン高原にあるローナヴァラに 「 イヴァリヤダーマ （悟りの里） 」という研究所を開き、ヨーガの大学や病院なども併設して、ハタ・ヨーガの科学的研究や指導や臨床診療などを行 、ヨ ガ 近代化に尽力してインド国内だけで く外国にも大 な影響を与えたという。 （注２１）
 
以上みてきたヨーギー以外にも、 一九世紀後半から二〇世紀前半にかけ







で認知度を増していったヨーガは、 二度 世界戦争を経 二〇世紀後半においてその評価をより高め い ことに る。 そ 背景には 戦争 ベトナム戦争による欧米社会の混乱や科学を中心とした高度文明社会ける健康問題や人間疎外の問題が関係 ていたといえる。 こう 現代文明の問題を解決する方策の一つとし ヨーガが注目され ので るが、 その動きは一九六〇年代から一九七〇年代にかけ 大き 盛り上がりをみ
せた。そのきっかけの一つとして、当時世界的な人気を誇っていたビートルズがマハルシ・マヘーシュ・ヨーギーの開発した超越瞑想（トランセンデンタル・メディテーション：ＴＭ瞑想）に関心を持ったことで、メディアを通じてヨーガが欧米の多くの人に知られるようになったという。 この当時、アメリカのヨーガ人口は六百万人ともいわれ、イギリス国内におけるヨーガの教室やセンターは数千カ所にも及んだという。 （注２２）
 こう


































界各国に紹介され、広められていくのは近代になってからのことであ 。それは、 グローバリゼーショ 動きと大いに関係し 動きであ と考えられる。
 
現代思想の研究者である西谷修によれば、グローバリゼーションとは
「人、物、金の地球規模での流通」という現象であり、そ 一五世紀末に始まって五世紀にわたる西洋の〈世界化〉という歴史的運動 展開により、 西洋的な真理基準や諸規範という原理のも に世界を一元化し こと
であるという。 （注２６）
 その世界のグローバル化の運動には神学的段階、
政治的段階、経済的段階という三段階の流れがあったというが、世界の秩序形成が神学的次元から世俗政治の次元へと移行した段階、 つまり主権国家の権限を固めると同時に国家間秩序として 「国際社会」 が設定された、世界のグローバル化が政治 へと進んだ時期に、 ヨーガがグローバル化する動きの発端があったと考えられる。
 
すでにみたように、 一九世紀末から二〇世紀前半にかけて多くのヨーギ









が終結 一九九〇年代以後に生じているが この時期はアメリカ一極支配の下で経済を中心としたグロ バリゼーションが進展し 時期であり、世界のグローバル化が政治的段階から経済的段階へと新しいステ ジに移行した時期 あった。 （注２７）
 こうした流れの中で、 「パワー・ヨー






カルな特徴を切り捨てて産業化することにより、 ヨーガも一つの商品として世界中に流通させるグローバル化 可能になった、 と捉えることもできるであろう。二六種のアーサナに著作権を設定し、一レッスン九〇分という時間枠を設定し、 フランチャイズ制を敷いて世界中の至る所で同 プログラムでヨーガを実施するというシステム 作り上げたビクラム・チョードリーの「ホット・ヨーガ」は、そうした商品化されグローバル化されたヨーガの典型といえるであろう。こうした現代的なヨーガは、 「人間五蔵説」 を基にした思想と行法からなる伝統的なヨーガとはもはや別のもの言えよう。
 
現在は、 商品化されたヨーガがグローバル化される中で多種多様なヨー
ガが次々に現われ、 「バブル」と形容でき ほどの様相を呈してきているが、その中 は本来のヨーガとは関係のな 、ヨーガ・ブ に便乗した金儲け主義のものも少なからずある いう。 （注２９）経済中心のグローバリゼーションの中で利潤追求をエスカレートさせてきている現在 世界においては、 こうしたヨーガの展開の仕方はごく当たり前のことかもしれない。しかしその一方で、一九世紀末から第一次ヨーガ・ブ ムの時までに世 各地に広められた伝統 思想 行法の影響は ラージャ・ヨーガやハタ・ヨーガのそのまま 形式で、またホリスティック医学と関連する代替療法の一つと てのヨーガ療法という で あ いはヨーガの瞑想行法をスポ ツのメンタルトレーニングに応用する形で 今日においても存在しているの 確かである。
 
今後も、 世界のグローバル化がどのような方向性へと進展していくかと
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